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【目的】プリオン病の発症には、異常型プリオンタンパク質凝集体 (PrPSc) が関

与すると考えられているが、これまでにプリオン病早期診断のための in vivo イメ

ージング薬剤は開発されていない。そこで本研究では、アミロイドの蛍光染色試

薬として知られている thioflavin T から誘導された化合物として、ベンゾフラン 
(BF) 誘導体を選択し、プリオン病診断薬としての基礎的な評価を行った。 

【方法】[125I]BF 誘導体の合成は、トリブチルスズ標識前駆体から、スズ-ヨウ素

交換反応により行った。PrPSc のモデルは、リコンビナントマウスプリオンタンパ

ク質 (rMoPrP) を凝集させることで作製した。PrPSc に対する結合性は、このモデ

ルに対する吸着実験及び結合飽和実験によって評価した。また、脳への移行性は

正常マウスを用いた体内放射能分布実験によって評価した。 
【結果及び考察】放射化学的収率 20-70%で[125I]BF 誘導体を合成した。今回合成

した[125I]BF 誘導体は、いずれも rMoPrP 凝集体に対し高い吸着性を示し、6-125I 体
に比べて 5-125I 体の吸着性が高い傾向にあった。5-125I 体は R に種々の置換基を導

入しても rMoPrP 凝集体に対する吸着性は維持されたが、R に NHCH3基を有する

[125I]1 が最も高い吸着性を示した。そこで [125I]1 を用いて、rMoPrP 凝集体に対す

る結合飽和実験を行ったところ、高い結合親和

性及び最大結合量を示した (Kd = 29.6 nM, 
Bmax = 7.61 pmol/µg protein)。しかし正常マウス

において、種々の BF 誘導体は脳内への滞留傾

向が認められた。 


